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獨
逸
ハ

.

.

ン
ザ
商
人
の
取
扱
っ
た
擻
多
く
の
商
品
の
中
で
、
鹽
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ

.

た
こ
と
に
っ
い
て
は
、
嘗
て
一
言
し(

fc

1)

。
鹽
が
確 

保
さ
れ
て
は
じ
め
て
バ
ル
ト
海
で
と
れ
た
鰊
も
、
遠
路
輸
送
に
耐
え
る
商
品
と
な
る

。
北
獨
逸
の
リ
ュ
ー
ゲ
ン
や

ス

カ
ブ
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
南 

端
の
ス
カ
ネー

ル
は
、
北
歐
に

.

お
け
る
最
大
の
鰊
市
場
で
あ
る
と
同
時
に
鹽
市
場
で
あ
っ
た

0

.

こ
れ
等
に
搬
入
さ
れ
た
鹽
は
、
ゾ
ィ
デ
ル 

ゼ
ー
諸
都
市
商
人
に
ょ
る
べ
ー
地
方
人
西
部
フ
ラ
ン
ス)

の
天
日
鹽
と
、

〈

ン
ザ
商
入
特
に
リ
ュ

I

べ
ッ
ク
商
人
に
ょ
る
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク 

鹽
井
の
煎
熬
鹽
と
で
あ
っ
た
が
、
數
量
と
品
質
と
の
上
か
ら
後
者
が
遙
か
，に
前
者
に
優
っ
た
。
リ
ュー

ネ
ブ
ル
タ
井
鹽
の
對
外
取
引
を
殆 

ん
ど
壟
斷
し
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
商
人
が
、

.

ス
カ
ネ
ー
ル
，そ
の
他
の
市
場
で
優
位
を
占
め
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
リ

H

丨
ネ
ブ
ル
ク
市
に
も 

鹽
商
人
が
あ
り
、
；史
に
製
鹽
者
も
鹽
の
囘
漕
に
關
與
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
同
市
の
弗
鹽
の
對
外
取
引
を
.リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
商
人
の 

乎
.

中
に
委
ね
た
の
は
何
故
で
あ
っ
た
か
。
逆
に
い
へ

.

.ば
、
リ
ュ

I

ベ

ッ
ク
商
人
は
ど
ぅ
し
て
リ

H

I

ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
の
取
引
を
支
配
す
る 

や
ぅ
に
な
っ
た
の

.

か
。
本
稿
に
お
い
て
こ
の
間
の
事
情
を
漪
察
す
る
が
、
.そ
れ
に
先
立
っ
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
井
の
生
產
關
係
を
槪
觀 

沖
世

.!
}

ュー

ネ
ブ
ル
ク
井

#

の.

取
引
に
..っ
い
て
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置
學
會
雑
諱
雒
西
十
七
卷
第
六
號
，

 

'

'

- 

ニ 

(

五

八
，

)
す

る 
0 

■ 

'

.̂

拙

稿

、

中

世

ス

'
ヵ

ネ

I

ル
の
漁
業
と
獨
逸
ハ
ン
ザ
商
人
ノ
史
學
、

■

第

一

一

十

六

卷

第

三

•

四

號(

昭
和
二
十
八
年
六
月

)

六
四
頁
。

ニ

• 

■ 

.

.

.

.

.

.
 

. 

. 

- 

•

.
 

r)

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
.鹽
井
の
最
初
の
所
有
#

は
、
そ
の
所
在
地
の
領
主
と
し
て
の
ザ
ク
セ
ン
公
で
あ
っ
た
。
南
獨
逸
の
鹽
井
に
見
ら
れ
る 

蜀
逸
國
王
大
權
太
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
'ク
に
は
存
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
.ザ
ク
，セ
ン
公
が
こ
の
鹽
井
を
そ
の
諫
屬
民
を
使
役
し
て
賦
占
直 

營
し
た
か
、
ま
た
は
採
鹽
希
望
苕
に
賃
貸
し
た
か
は
詳
か
で
な
い(I)、

恐
ら
く
こ
の
雨
#

共
に
行
な
は
れ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
且
っ
傳
承
諸 

资
料
は
.諸
公
が
财
政
窮
迫
に
際
し
て
？
鹽
釜
や
釜
屋
の
敷
地(

こ
れ
を
.p

f
a

n
f
.

と
稱
す
.る)

、
鹽
釜
に
課
し
た
現
物
，(

鹽)

ま
た
は
貨 

胳
で
の
製
鹽
稅(

s
a
l
z
r
e
n
t
e
n

 

O
d
e
r

 

C
h
o
r
u
s
g
i
i
t
e
r

と
い
ふ)

'を
、
次
第
に
敎
會
、
下
級
貴
族
、
市
民
に
、
或
は
贈
與
し
或
は
賣
却
せ
、さ 

る
を
,#
な
か
.つ
.た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
 

.

'

こ
れ
等
新
所
有
#

の
中
で
は
、
敎

會
..
修
道
院
が
半
ば
を
占
め
た
。
こ
れ
は
購
入
に
ょ
る
ょ
り
も
供
養
地
代
の
設
定
に
基
づ
く
と
こ
ろ 

が
多
い
の
で
あ
っP

こ
の
聖
界
領
主
の
優
越
を
目
し
て
、
敎
會
と
は
關
係
の
な
い
他
市
民
を
も
含
め
て
、
新
所
有
苕
H

製
鹽
權
所
有
莕 

は

s
m
z
p
r

Bia
t
e
n

と
呼
ば
れ
た
。
彼
等
は
必
ら
ず
し
も
自
ら
製
鹽
を
營
な
ま
ん
と
す
る
莕
で
は
な
か
っ
た
。
殊
に
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
か

ら
離
\

た
場
听
に
吾
主
す
る
場
合
?

ュ
ー
べ
ッ
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ブ
ラ
ゥ
ン
シ
ュ
ヮ
ィ
ク
の
市
民
の
場
合)

、
製
鹽
權
所
有
は
謂
は
ば
一
種
の

. 

.
 

.
 

.

投
•資
行
爲
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の

所
有
に
蕋
づ
く
收
益
の
獲
得
が
意
圖
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
と
し
て
ザ
ク
セ
ン
公
が
有
し
た
他
種
の
權
利
も
，
第
十
三
世
紀
に
相
次
い
で
失
は
れ
た
。
.
右

の

薩

I

惟
利
舊
は
鹽
井 

管
理
#

(
s

u
e

r
)

任
命
權
を
貢
收
し(

一

ニ
ニ
八
年)

、
鹽
釜
鑄
造
監
督
職(

泛
§

9.
|

1
2 .)

も
買
收
し
た(

ニ
}
六
九
年)

。
更
に

こ
の
頃
新
た
に
鹽
井
が
發
見
さ
れ
る
と
ザ
ク
セ

.

ン
.公
は
こ
れ
を
自
營
し
た
。

.領
國
諸
侯
レ
ガ
リ
ア
の
行
使
で
あ
る
が
、
製
鹽
權

利
.者
圑
に 

.

.
と
っ
て
は
競
爭
の
發
生
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
、
彼
等
は
新
鹽
井
か
ら
の
收
税
の
代
償
と
し
て
八
〇
〇
純
銀
.マ
ル
ク
を 

上
納
し
、
こ
の
新
鹽
井
を
閉
塞
す
る
許
可
を
得
る

と
共
に
、
爾
後
リH

丨
ネ
ブ
ル
ク

市
及
び

公
領
內
に
お
い
て
新
た
に
鑿
井
せ
ざ
る

こ
と

(

5)

を
確
約
せ
し
め
た(

一
二
七
三
年)

。
卽
ち
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
.井
に
對
す
る
レ
ガ
リ
ア
の
行
使
を
禁
絕
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に 

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
井
は
終
局
的
に
.製
鹽
權
所
有
者
圑
の
.手
中
に
歸
し
た
の
で
あ
る
。
，
：
 

.

製
鹽
權
所
有
が
投
資
利
益
の
收
得
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
製
鹽
作
業
を
希
望
#

に
賃
貸
す
る
の
は
當
然
で
あ
っ
た
。
旣
に
第
十 

.

三
世
紀
に
は
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
製
靴
エ
、
毛
皮
エ
、
肉
屋
、
.
金
細
工
師
等
で
製
鹽
を
引
受
け
る
者
が
現
は
れ
て
ゐ
'る)

。
彼
等
は
最
初 

■
夫
々
の
手
工
業
の
傍
ら
製
鹽
に
從
事
し
た
。
そ
れ
も
幾
許
か
の
自
己
資
本
を
投
じ
て
こ
れ
に
參
加
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
一
介
の
賃
.勞 

ノ
働
#

と
し
て
鹽
井
持
分
所
有
#

に
從
屬
し
た
の
で
も
な
い
。
そ
の
生
産
物(

鹽)

の
一
部
分
を
製
鹽
權
所
有
者
に
提
供
す
る
約
定
の
も
と
に 

生
産
を
引
受
け
た
.の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
等
手
工
業
者
の
：謂
は
ば
副
業
的
，製
鹽
は
.、
::
や
が
て
彼
等
の
主
業
に
轉
じ
て
行
っ
た
。
そ
の
製 

鹽
に
よ
る
收
利
の
少
な
か
ら
ざ
る
こ
と
が
こ
れ
を
可
能
と
せ
し
め
た
の
.で
あ
る
。
彼
等
が
自
己
の
資
本
所
有
な
く
し
て
製
鹽
業
莕
と
な
り 

得
た
所
以
は
、

I

に
そ
の
生
産
物
の
賣
却
後
に
製
鹽
權
所
有
者
に
賃
借
料
を
支
拂
ふ
慣
行
の
故
で
あ
っ
た
。
賃
借
料
の
額
は
個
々
に
協
定 

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
一
定
し
な
い
が
、
ッ
J,
,
ン
ヵ
ー
女
史
は
諸
資
料
の
檢
討
の
結
果
、
賃
借
人
は
全
收
益
の
半
分
を
提
供
し
た
と
結
論
し 

て
ゐ
る
。
加
ふ
る
に
製
鹽
權
巷
は
そ
の
製
鹽
權
を
投
資
と
し
.て
見
て
.ゐ
た
か
ら
、
好
機
會
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
賣
却
す
る
こ
と
も
辭
さ
な
か
一 

っ
た
.。
こ
の
た
め
に
製
鹽
所
賃
借
人
は
、
舊
來
.の
乎H

業
に
よ
っ
て
ま
た
，は
そ
の
製
鹽
.の
：賣
離
に
よ
っ
て
得
た
資
力
を
役
じ
て
、
製
鹽
權 

を
購
入
す
る
こ
と
.が
出
來
た
。
卽
ち
彼
等
は
再
轉
し
て
製
鹽
權
所
有
者
の
.列
伍
に
加
は
っ
，た
の
で
あ
る
。

彼
等
をS

t
a
e
m
e
i
s
t
e
r

 

(
s
u
l
f
m
e
s
t
e
r
)

と
呼
ん
だ
。
自
が
ら
勞
•働
し
て
そ
.の
經
營
を
獨
立
せ
し
め
た
者
、.

s
e
l
b
s
t
~
M
e
i
s
t
e
r

の
意
で

中
世
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
の
取
引

.

に
っ
い
.

て
.

.

 

：

•

三

(

五
八
九

)
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三
田
學
會
雜
誌
.
第
_西
十
七
卷
..
第
六
號
'
 

.

,

:

•
 

四

(

五
九
0)

,

あ
^ ?
へ
こ
の
獨
立
製
鹽
教
は
後
に
ギ
ル
ド
を
結
成
し
た
が
、
そ

の

加
入
資
格
は
、
第

I

に
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
民
た
る
こ
と
、
第
二
に
釜 

M

と
そ
の
敷
地
と
を
所
有
し
て
製
鹽
す
る
資
格
を
持
っ
こ
と
で
あ
っ
へ
た)

。
製
鹽
技
能
の
有
無
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
蓋
し
製
鹽
作
業 

は
槪
ね
製
鹽
貨
勞
働
教(

s
cs
:
l
z
e
r
,

 

s

djl
t
e
r
)

に
委
ね
た
か
ら
で
あ
る
。

一
ニ
六
一j

年
以
降
に
お
い
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
.ル
ク
鹽
井
の
周
圍
に
設 

.
け
ら
れ
.た
釜
屋
は
.五
四
戶
、
各
釜
屋
に
は
四
ヶ
の
鉛
製
の
鹽
釜
が
置
か
れ
/c
l
a

從
っ
て
組
合
員
た
る
に
は
_

四
釜
9

製
鹽
經
營
の
指
揮 

#

で
あ
れ
ば
足
り
た
。
そ
し
て
最
高
五
四
名
に
限
定
さ
れ
た
組
合
員
は
、
，リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
に
お
け
る
製
鹽
獨
占
を
圖
っ
た
の
で
あ
る
。

獨
立
製
鹽
苕
は
も
は
や
從
前
の
如
く
自
身
製
鹽
作
業
に
は
携
は
ら
な
い
。
彼
等
は
賃
勞
働
者
を
雇
傭
し
て
製
鹽
せ
し
め
た
。
そ
の
作
業 

ず
：
.

は
畫
夜
依
ま
ず
續
け
ら
れ
、

ー
戶
の
釜
屋(

藁
葺
の
.土
小
屋
で
ぁ
る)

.
に
は
最
低
三
名
の
勞
働
苕
が
使
役
さ
れ
た
。
^
5
ユ
肖
と
呼
ぶ
晝
間
煎 

熬
勞
働
科
と
、
s
o:
der

と
稱
す
る
夜
勤
勞
働
拆
と
、
薪
や
鹹
水
を
運
び
そ
. €
>

他
雜
用
に
從
事
す
るv

a
g

t

と
で
あ
る
。
こ
の
外
に
鹽
井 

か
ら
_

水
を
汲
み
上
げ
るS

o
d
e
s
k
m
n
p
a
n
e

や
、
薪
を
く
べ
るI

n
s
c
h
e
t
e
r
s
c
b
e
n

煢
の
勞
働
教
を
缺
く
こ
と
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、

■.

:

リ
ニ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
全
釜
屋
が
完
全
就
業
す
る
場
合
に
は
三
〇

〇

一

四
〇
〇
名
の
勞
働
#

が
使
役
さ
れ
た
と
推
定
し
得
る
。
こ
れ
は
中 

世
の
諸
事
情
の
下
に
お
い
て
異
例
に
屬
す
る
規
模
，で
あ
っ
た
と
い
っ
て
ょ
い
。

か
か
る
賃
勞
働
者
が
立
身
し
て
獨
立
製
鹽
者
と
な
っ
た
事
例
は
傅
は
っ
て
み
な
い
。
兩
者
の
間
に
、

一
般
の
ッ
ン
フ
ト
の
親
方
と
職
人 

と
に
見
る
如
き
家
父
長
制
的
關
係
が
存
し
た
か
、
.
或
は
儼
然
た
る
溝
渠
が
横
た
は
っ
て
對
立
的
感
情
が
抱
か
れ
て
ゐ
た
か
は
、
詳
か
に
し 

な
い
が
、
こ
の
後
に
お
け
る
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
政
情
ょ
り
推
察
す
れ
ば
、
時
の
經
過
と
共
に
、
兩
者
の
分
岐
は
益
々
明
確
に
な
っ
て 

r 

行
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
郎
ち
獨
立
製
鹽
#

は
そ
の
致
富
.に
ょ
っ
て
市
政
上
に
勢
ヵ
を
張
っ
た
。
第
十
四
世
紀
以
降
彼
等
の
職
業
！ 

j

獨
立
製
鹽
者
た
る
こ
と
-—

と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
參
事
會
員
の
地
位
と
の
間
に
は
、
か
な
り
密
接
な
相
互
關
係
が
生
ず
る
に
至
っ 

た
。
勿
論
獨
立
製
鹽
矜
の
全
部
が
市
長
や
市
參
集
龠
员
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
消
長
は
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
と
れ
等
の
職
の
多

ベ’
'
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く
を
占
め
た
。
製
鹽
が
リ
>

丨
ネ
ブ
ル
ク
市
の
經
濟
の
中
核
で
あ
る
.以
上
こ
れ
は
必
然
で
あ
り
、
市
政
に
お
い
て
製
鹽
關
係
の
事
項
が
審 

議
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
限
り
、
そ
の
知
識
と
經
驗
と
を
恃
っ
彼
等
が
こ
れ
に
參
與
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
た
。
北
獨
逸
の
他
の
製
鹽
地 

〈

レ
、

コー

ル
ベ
ル
ク
等
に
お
い
て
、
製
鹽
權
所
有
#

が
市
參
事
會
員
で
あ
っ
，た
こ
と
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
び》

第
十
五
世
紀
中
葉
リH

丨
ネ
ブ
ル
ク
市
は
他
の
獨
逸
都
市
に
お
け
る
と
同
様
な
政
變
を
經
驗
し
た
。
都
市
貴
族
の
支
配
を
排
除
し
て
民 

主
的
市
政
を
^

か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、p

r

Bia
t
e
n
k
r
i
e
g

と
稱
せ
ら
れ(

か》

然
し
こ
の
企
て
は
矩
時
日
を
以
て
終
饱
し
た
。
一四
 

五
四
年
追
放
さ
れ
た
製
鹽
權
所
有
#

.
獨
立
製
鹽
者
は
、
一
一
年
後
に
は
再
び
そ
の
舊
地
位
を
と
り
炭
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
單 

'

に
舊
態
，に
復
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
獨
立
製
鹽
教
は
、
彼
等
が
復
沿
し
た
日(

一

西
五
六
年
十
一
月
九
日
、
聖
テ
ォ
ド 

ル
ス
祝
日)

に
因
ん
で
、
テ
オ
ド
I

リ

.

ゲ
ゼ
ル
、ン
-V
フ
ト
な
る
封
鏆
的
團
體
を
結
成
し
^
 ̂

( 

j

四
六
一
年)

0

こ
れ
は
リ
ユ
ー
べ
ッ
ク
市
の 

チ
ル
ケ
ル
.
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
模
し
た
も
の
で
あ
る
.0

獨
逸
ハ
ン
ザ
諸
都
市
の
支
配
苕
層
間
に
密
接
な
血
緣
IS
M

が
存
し
た
こ
と
は
こ 

こ
に
改
め
て
說
く
ま
で
も
な
レ
が
抵
似
た
組
織
の
形
成
も
と
の
交
流
に
負
ふ
と
こ
ろ
齡
な
く
な
.い
°

テ
オ
ド
ー
リ

•
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト 

の
成
員
がd

o
m
i
c
e
l
l
u
s

 

(
J
u
n
k
e
r
)

と
自
稱
し
た
の
も
、
チ
ル
ケ
ル
.
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
そ
れ
を
追
つ
た
も
の
で
あ
つ
过》

彼
等
は
成 

員
相
互
間
の
み
な
ら
ず
貴
族
と
も
通
婚
す
る
こ
と
を
求
め
、
.貴
族
と
同
格
で
あ
る
と
自
負
し
た
。
然
し
テ
オ
ド
ー
リ.

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト 

結
成
の
目
的
は
、
そ
の
高
い
社
會
的
地
位
を
蒙
す
る
こ
と
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
こQ

封
鎖
的
團
體
S

さ
ぬ
黑
の
市
民
を 

製
鹽
か
ら
排
¥

る
こ
と
も
目
論
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
同
族
的
封
鎖
制
度
は
第
十
七
世
紀
中
葉
のS

a
l
z
k
o
a
t
o
r

設
置
ま 

で
續
い
た
.の
で
あ
る
.。
 

、

.

广1)
L
u
i
s
e

 

Z
e
n
k
e
r
,
.

N
u
r v

o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
.

 B
e
d
e
u
t
u
n

cfq

cb
涔 

L
c:
:
.
n
e

 b
u
r
g
e
r

 

S
a
l
i
n
e

 

f
c:
r d

i
e

 

Z
e
i
t

 

v
o
n

 

9
H
0
I
1
3
7
Q
.

C
E
a
n
n
o
v
e
r

 

u
n
d

 

L
e
i
p
z
i
g
.

 

1
9
0
6) 

s
'
2
1
.

•

中
世
.
リ
ユ
丨
ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
の
取
引
に
っ
い
て
，

 

. 

五

(

五
九
一
.)



.

.

•

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷

.

第

六

號

/

'■
.

六

(

五
九
ニ

)

〈
2)

.' 

E
b
e
n
d
a
.

 .S. 22. 

,

3

.
) 

E
v
e
n
d
a
.

 .S. .48. 

■

(

4)

M
ィ 

切
.g- 

201〜
6.

.

(

5

)

w

<

§

&

. 
g
.

 

g

仏.
(

6) 

E
v
e
n
d
a
.

 

s. 
8
2
.
,

(

7)

H
v
e
ncu
'
a
. 

s. 
39.

(

8) 

"Wilhelm K
e
i
s
c
k
e
,

 

G
eschichte der Stadt Liineburg, 

Bd* 

1
.
(Liineburg. 

1933) 

s. 

199.

(

9) 

2
;

§
片
0
ク a.a.o. .s. 

31.
(

10)

鹽
釜
の
總
數
は
ニ
ー
 

六
と
な
る
 

0

«
&

§
ぎ
 

p

p

p

w

v̂-
i

.

g

k

,

(

11) 

Z
e
n
k
e
r
,

 a
.
a
_
p

 

S
.
1
9
,

(

12) 

R
e
i
a
e
c
k
e
,

 

a.a.o. 

B
d
.
1
.
s. 

359 
印
.

(

13) 

v
Jq
l. sie

cfq
m
a
r

 B
a
r
o
n

 v
o
n

 Schultze-GallSra, 

D
a
&

 mittelalterliche Halle, 

B
d
.
. 1.

(Halle a. d. 

s. 

1925) 

S. 

2
4CO 

4, H
.

 

R
i
e
m
a
n
n
,

 

G
eschichte der wtadt C

o
l
b
e
r
g

 .(colberg. 

1873). s
.
1
2
7

-r
f
i
.

(

14) 

K
e
i
n
e
c
k
e
,

 

a
.
a
.
p
. 

B
d
.
-1.s. 

203 if. 

.

.

.

.

.

(

15

"} E
b
e
n
d
a
.

 

S. 

S77 ff.

(

16) 

C. 

W
e
i
i
r
m
a
n
n
,

 D
a
s

 Liibeckisch©Jpg^riziat, 

ins

cye
w
o
n
d
e
r
e

 d
essen JEntsteimng 

v
e
rcr
Ja
.
-
i
t
n
i
s
s

 z
u
m

 Adel,

W
G
b
l
L

 

I
. s. 

108. 

.
.

ド •

前
節
に
お
い
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
井
の
所
有
並
び
に
經
營
關
係
を
窺
っ
た
が
、
.次
に
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
の
取
引
事
情
は
ど
う
で 

あ
っ
た
か
。
こ
.の
販
賣
に
當
っ
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
獨
立
製
鹽
者(

s
m
f
m
e
i
s
t
e
r
)

ば
ど
の
や
う
な
役
割
を
演
じ
た
か
。

、

掘
盤
技
術
の
見
る
べ
き
も
の
も
な
か
っ
た
中
世
に
お
い
て
、
製
鹽
地
は
鹹
水
が
自
然
湧
出
す
る
場
所
に
限
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

こ
の
點
か
ら
し
て1

H

ハ
度
も
の
鹹
水
を
豐
富
忆
持
っ
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
井
は
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
、
更
に
そ
の
需
要
に
お
い
て
、
北
.
 

歐
で
首
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
且
っH

ル
べ
河
に
，近
く
バ
ル
ト
海
に
も
程
遠
く
な
い
と
い
ふ
同
市
の
地
理
的
條
件
も
、
諾

威

.
瑞

典
に
鹽
坑
な
く
、
.波

蘭
.

シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
に
は
極
め
て
僅
少
な
.產
額
し
か
な
い
と
.い
う
自
然
的
條
件
と
相
俟
っ
て
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

•
. 

.. 

-

井
鹽
め
北
歐
に
お
け
る
廣
い
舨
路
を
保
證
す
る
の
で
あ
っ
た
。
..そ
の
販
路
を
瞥
見
す
れ
ば
、
西
方
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、&

ッ
テ
ル
ダ
ム 

に
及
び
、
北
方
は
丁
株
、
瑞
典
、
諸
威
の
需
要
を
充
し
、
東
方
は
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ハ
ン
ザ
商
館
に
至
る
ま
で
の
バ
ル
ト
海
全
地
域
を
支 

配
下
に
置
い
た
。
た
だ
南
方
は
內
睦
諸
鹽
坑
殊
fc
ハ
レ
製
鹽
の
競
爭
が
あ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
範
圍
に
し
か
延
び
な
か
っ
た
。

廣
火
な
販
路
の
う
ち
で
リ
ュ
ー
、不
ブ
ル
ク
井
鹽
が
最
も
重
點
女
置
い
た
の
は
東
北
方
雨
で
あ
.っ
，た
。
ツ
エ
ン
ヵ
ー
女
史
の
計
算
に
ょ
る 

と
、

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
め
生
產
額
は
、

一
ニ
〇
五
年
に
四
八
萬
六
千
ツ
.H 

'

ノ
ト
ナ
ー
餘
、

一
三
五
〇
年
に
五
九
萬
六
千
ツ
ヱ
'ノ
ト 

ナ
ー
餘
で
あ
る
が
、
こ
の
大
部
分
は
リ
ュ
ー
べ
ッ
ク
經
_

で
バ
ル
ト
海
地
域
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

.「

鹽
の
道」

と
も
呼
ば
れ
る
も
の
'

(

4

)

は
、
最
初
は
リ
、
丨
ネ
ブ
.ル
ク
ー——

ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
-—

メ
ー
ル
ン
I

.

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
陸
路
で
あ
っ
た
。
然
しH

ル
べ
河
と
バ
ル 

ト
海
と
を
.結
ぶ
シ
テ
ー
ク
W.
1

ッ
ツ
運
河
完
成
後(

.
一！ー 1

九
八
年)

，は
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
を
貫
流
す
る
ィ
ル
メ
ナ
ゥ
河
を
下
っ
て
ツ
ォ
ー 

レ
シ
シ
ピ
ー
ヵ
ー
に
至
り
、
こ
こ
か
らH

ル
べ
河
を
遡
航
し
て
ラ
ゥ
'H

ン
ブ
ル
ク
へ
、
次
い
で
運
河
を
通
っ
て
.リ
ノ
ー
ベ
ッ
ク
に
至
る
水 

路
が
主
た
'る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鹽
と
い
う
商
.品
の
帶
び
る
嵩
と
重
童
と
か
ら
し
て
、
取
引
數
量
の
增
大
が
水
路
利
用
を
専
ら
に

す
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
'そ
れ
だ
け
に
リ
‘
丨
ネ
ブ
ル
ク

——

リ

ュ
ー
ベ
ッ
ク

間
の
鹽
取
引
に
お
い
て
シ
デ
ー
ク

一
一ッ
ツ
運

‘ 

. 

' 

■ 

■

.

中
世
リ
ユ
ー
ネ
ブ
ル
ク
井
鹽
の

.

取
引
に
：っ
い
て
 

I

七
'
 

(

五
九
三)
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五
九
四)

河
の
占
め
る
地
位
は
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
の
通
行
權
の
制
握
は
同
時
に
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
弗
鹽
の
制
握
.を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
た
。

'.
リ
ュ
ー
ネ
ブ
.ル
タ
井
鹽
の
取
引
.は
誰
が
行
な
っ
た
か
。
こ
れ
は
、
同
市
內
に
お
け
る
小
寶
の
場
合
と
、
外
部
へ
の
卸
取
引
の
場
合
と
で 

異
な
る
。
先
づ
小
賣
に
っ
い
て
關
說
す
る
o'
 

.

 

•

' 

f

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
鹽
井
の
傍
ら
の
廣
場
で
、
每
日
新
し
い
鹽
が
自
由
に
誰
に
で
も
寶
ら
れ
た
。
賣
手
は
獨
立
製
鹽
莕
で
あ
り
、
賣
品
は 

彼
の
製
品
.で
あ
り
、
賣
價
は
彼
を
代
表
す
る
'、八
丨
ル
マ
ィ
ス
タ
ー
.が
、
前
日
の
生
產
數
量
、
そ
の
品
質
、
薪
の
價
格
、
需
要
の
多
寡
等
を

C

5)

織
り
迖
ん
で
決
定
し
た
も
の
に
よ
っ
た
。
但
し
.こ
の
鹽
販
賣
.は
別
に
.リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ッ
ク
市
民
を
優
遇
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め

•
. 

.
'

の
施
設
と
し
で
は
、
獨
立
製
鹽
者
の
組
合
に
所
屬
す
る
鹽
賣
場(

s
a

Erb
u
d
e
)

が
別
個
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
は
市
民
へ
の
小
賣
を
專
ら
行 

な
ふ
。
附
近
の
農
民
も
小
量
を
需
め
る
場
合
は
こ
の
賣
場
か
ら
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鹽
賣
場
に
は
五
四
の
釜
屋
か
ら
杣
籤
に
よ

'っ
て
定
め
た
順
序
で
：一
定
量
の
製
鹽
が
供
給
さ
れ
、
そ
れ
が
小
賣
さ
.れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
賣
貢
を
管
理
す
る
莕
は
獨
立
製
鹽
教
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

(

6)

第
二
'の
施
設
と
し
て
、W

e
i
s
s
l
a
d
e
r
e
i

と
呼
ば
れ
た
販
賣
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
名
稱
は
前
日
に
製
造
し
た
新
し
い
鹽
を
販
賣
す
る
場
所
の 

意
に
出
る
。
こ
こ
で
購
入
し
得
る
者
は
附
近
の
農
民
，を
主
と
す
る
。
彼
等
が
リ
ュー

ネ
ブ
ル
ク
市
に
食
料
品
乃
至
薪
を
搬
入
し
た
報
償
と 

し
て
、
.自
由
販
寶
よ
り
も
廉
い
價
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
市
民
も
半
ト
ン
以
上
要
る
場
合
は
こ
こ
で
賈
入
れ
た
。
但
し
農
民
.
，
 

市
民
孰
れ
に
^-
っ
て
も
そ
の
購
入
は
自
家
消
費
用
に
限
ら
れ
、
'
 

轉
賣
を
目
的
と
し
た
大
量
購
入
は
禁
止
せ
ら
れ
た
。
い
ふ
ま
で
も
な
く

こ 

の
施
設
は
生
產
者
=
.
獨
立
製
鹽
莕
の
た
め
の
も
の
.で
な
く
、' .
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
全
體
の
利
益
を
配
慮
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
從 

っ
て
.獨
立
製
鹽
鞒
の
.立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
手
取
り
價
格
も
少
な
く
、
こ
こ
で
の
販
賣
に
は
冷
淡
に
な
ら
ざ
る
を
锝
な
か
っ
た
’。
但
し 

こ
の
販
賣
所
で
は
年
産
額
の
二
割
近
く
が
賣
貿
さ
れ
る
の
が
恒
で
あ
っ
た
。
 

•

'■

鹽
は
必
需
品
で
は
あ
る
が
、

年
間
を
通
じ
て
そ
の
需
要
度
に
は
差
違
が
あ
る
。
赛
季
か
ら
夏
季
へ
か
け
て
ス
カ
ネ
ー
ル
漁
場
が
賑
は
ふ

W

:

Q

:

.間
は
需
要
も
多
く
、
從
っ
て
そ
の
價
格
も
上
騰
す
る
0

漁
期
が
終
っ
て
價
格
は
低
落
す
る
が
、
秋
季
の
農
作
物
收
穫
期
に
な
る
と
農
民
の

購
入
を
主
因
と
し
て
再
び
騰
貴
す
る
。
，
こ
の
需
要
の
旺
盛
な
時
に
、
聖
ミ
カH

リ
ス
祝
日(

九
月
二
十
九
日)

か
ら
一
週
間
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル

ク
市
で
は
ミ
カH

リ
ス
市
が
開
か
れ
た
。
.
こ
れ
は
鹽
の
自
由
市
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
賣
賀
に
取
引
稅
は
課
さ
れ
な
い
。
市
民
も
農
民
も
•

こ
の
市
で
.一
馬
車
分
も
買
入
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
且
っ
こ
の
市
は
製
鹽
勞
働
者
に
と
っ
て
も
買
入
れ
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
製
鹽
の
際
ま
た

..
 

は
運
搬
の
際
に
地
上
に
落
ち
て
塵
を
混
え
た
鹽
を
、
こ
の
市
日
に
寶
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
優
秀
品
を
必
要
と
し
な
い
農
民
は

こ
の
廉
價
品
を
爭
っ
て
需
め
た；。

賣
上
金
は
製
鹽
勞
働
#

の
所
得
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
汚
'鹽
が
十
分
に
な
い
場
合
、
故
意
.に
雪
自
の
鹽
.

.

を
汚
し
て
賣
る
こ
と
も
尠
な
く
な
か
づ
た
。
こ
れ
を
防
止
ま
た
は
廢
絕
せ
ん
と
し
て
獨
立
製
鹽
蒂
はf

i

種
の
對
策
を
講
じ
た
が
、
舊

來

の
.

、
 

慣
行
を
楣
に
す
る
勞
働
者
の
聽
從
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
む
で
あ
る
。

’

次
に
對
外
取
引
に
っ
い
て
述
べ
る
。
獨
立
製
鹽
教
か
ら
そ
の
製
鹽
を
大
量
仕
入
れ
て
外
部
に
賣
却
す
る
鹽
商
人
は
、
最
初
は
リ
ュ
ー
ネ

(

7) 

' 

S
 

.
 

ブ
ル
ク
市
民
が
主
で
あ
っ
た
。
彼
等
と
並
ん
で
他
地
商
人
も
、
ザ
ク
セ
ン
公
か
ら
取
引
を
許
さ
れ
て
以
來(

一

ニ
五
七
年)

、
自
由
に
鹽
を

V 

質
入
れ
て
.こ
れ
を
轉
賣
し
た
。
然
し
第
十
四
世
紀
に
お
い
て
獨
立
製
鹽
者
が
經
濟
的
に
も
社
會
的
に
も
勢
力
■を
張
る
に
至
る
と
、
彼
等
も

亦
こ
の
鹽
の
對
外
取
引
に
加
は
り
、
更
に
は
從
來
の
鹽
商
人
を
排
除
し
て
こ
れ
に
關
與
す
る
こ
と
を
企
：て
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
關
與
と

.
 

は
必
ら
ず
し
も
彼
等
が
自
製
ま
た
は
他
#

の
製
鹽
を
携
え
て
他
地
に
賣
込
む
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
殊
に
市
政
の
局
に
當
っ
て
ゐ
る
場
合

...
 

'
■
の
如
き
そ
の
職
を
空
け
る
こ
と
は
不
可
能
に
.近
い
。
然
し
同
族
と
共
同
し
て
鹽
の
輸
出
に
携
は
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
業
莕

.

.

■

が
ー
，團
と
な
り
、
そ
の
代
理
#

を
しv

こ
れ
に
專
從
せ
し
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
つ
た
。

.

,;•
■

リ

-̂
丨
ネ
ブ
ル
ク
獨
立
製
鹽
乾
が
リ
ュ
ー
べ：

ッ
ク
市
場
と
.直
結
し
た 

一.
っ
.
の
塗
は
、
.
後
鞒
に
お
け
る
特
定
鹽
商
人
を
問
屋
と
し
て
こ
れ 

...
 

.
.

.
.

に
送
貨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
問
屋
：に
ば
取
扱
手
數
料(

一
ラ
ス
ト
に
付
き
四
シ
リ
ン
グ)

を
支
拂
ふ
、だ
け
で
あ
る
か
ら
獨
立
製
鹽 

,
 

中
i«
：
リ
ュ
-
1
.
ネ
グ
ル
ク
'井
鹽
：の
.取
引
に
っ
.い
て
；
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一

〇

(

五
九
六

)

苕
の
手
取
り
額
は
多
い
が
、
そ
の
他
面
、
運
送
途
上
に
.お
け
る
危
險
や
賣
買
完
了
に
至
る
ま
で
の
損
害
は
彼
が
負
擔
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ 

た
。
且
っ
離
れ
た
場
所
に
お
け
る
取
引
の
實
情
も
不
明
で
あ
り
、
賣
上
金
が
正
當
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
も
詳
か
で
な
い
。
こ
の
た
め
獨 

立
製
鹽
菩
は
そ
の
代
理
人
を
.リ
ユ
ー
.ベ
ッ
ク
問
屋
の
許
に
派
遺
し
、
鹽
の
受
領
や
賣
却
の
際
に
立
會
は
せ
る
こ
と
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ 

て
代
理
人
が
忠
實
に
振
舞
ふ
限
り
獨
立
製
鹽
者
の
收
得
額
は
正
確
と
な
る
が
、
然
し
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
問
屋
の
側
か
ら
す
れ
ば
こ
の
代
理
人 

の
駐
在
は
莅
だ
煩
は
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
の
方
途
は
マ
ス
コ
べー
 

(
M
a
s
k
o
p
e
i
)

取
引
で
あ
る
。
こ
れ
も
獨
立
製
鹽
者
と
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
鹽
商
人
と
が
個
々
に
取
引
關
係
と 

結
ぶ
點
で
は
問
屋
取
引
と
變
り
は
な
い
。
然
し
損
益
の
分
配
方
法
に
お
い
'
て
異
な
る
。
卽
ち
マ
ス
コ
べ
ー
と
は
組
合
商
業
で
あ
っ
て
、
依 

託
#

と
受
託
#

と
が
そ
の
出
資
額
に
應
じ
て
損
益
を
分
收
す
る
も
の
を
い
ふ
。
そ
し
て
.こ
の
組
合
は
獨
立
製
鹽
者
と
鹽
商
人
と
が
夫
々
一 

人
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
兩
者
側
共
に
数
名
を
以
て
結
成
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
組
合
存
續
期
間
ば
一
ヶ
年
が
普
通
.で
あ
っ
た
.。
勿
論 

更
新
繼
續
す
る
こ
と
を
阻
げ
な
い
。

一
四
九
八
年
末
に
作
成
さ
れ
た
翌
九
九
年
の
製
鹽
の
販
賣
に
關
す
る
商
業
組
合
設
立
契
約
書
に
よ
れ

(

9

)

ば
、
こ
の
組
合
は
リ
ユ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
製
鹽
者
及
び
リ
ユ
V

ベ
ッ
ク
の
鹽
商
人
各
三
名
に
よ
っ
て
權
成
さ
れ
、
リ
ユー

ベ
ッ
ク
.に
お
け
る 

賣
却
價
格
に
應
じ
て
リ
ユ
I

木
ブ
ル
ク
製
鹽
莕
へ
の
支
拂
額
が
決
る
こ
と
に
な
っ
て
を
り
、.
そ
の
淸
算
は
六
ヶ
月
以
內
に
完
了
す
べ
き
約 

定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
商
人
が
リ
ユ
ー
ネ
ブ
ル
ク
へ
の
代
金
決
濟
を
故
意
に
遲
ら
せ
た
と
は
限
ら
な
い
。
彼
も
商
慣
習
と 

し
て
願
客
に
褂
賣
を
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
こ
の
契
約
書
の
中
に
六
ヶ
月
以
上
.の
掛
賣
は
し
な
い
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
の
は
、
そ
れ 

ま
で
こ
れ
以
上
の
長
期
の
掛
賣
が
行
な
は
れ
て
ゐ
た
事
實
と
語
る
と
い
っ
て
よ
い
。
代
金
囘
收
を
促
進
す
る
措
置
と
し
て
、
こ
の
契
約
書
.
 

で
は
、
三
ヶ
月
ま
で
の
期
限
に
は
鹽
ー
ラ
ス
ト
に
付
き
八
シ
リ
ン
グ
、
こ
れ
を
越
え
て
六
ヶ
月
史
で
の
場
合
は
一
ラ
ス
ト
に
付
き
一
マ
ル 

ク
の
割
合
で
.逍
徵
金
を
»

す
.こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
0

%IIIIIi111I
I
雪I
IIII
If
%
1III§

111|
1JI
I
II#
Ii；划

i

;:-

マ

.：

.

こ
の
マ
ス
rr
ぺ
ー
取
引
を
以
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
製
鹽
哲：

は
舊
來
の
同
市
鹽
商
人
の
介
入
を
排
除
し
得
た
。
然
し
そ
の
期
圖
す
る
同
市 

の
井
鹽
取
引
の
獨
占
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
尙
こ
の
取
引
形
態
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
が
存
し
た
。

.
 

リ
ュ
ー
べ
ッ
ク
鹽
商
人=

鹽
囘
漕
業
#

は

w
e
r
r
e
n

 

v
o
n

 

d
e
r

 

S
a
l
z
f
u
h
r

 

.と
自
稱
む
て
一
團
と
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
の
組
織
に
■加
は
る

#

は
、
同
市
'の
チ
ル
ケ
ル
.
ゲ
ゼ
.ル
シ
ャ
フ
>

や
、

一
四
五
〇
年
こ
れ
.か
ら
分
離
し
た
カ
ゥ
フ
ロ
.
ィ
テ•

コ
ン
パ 

一一I
に
も
所
麗
す
る
こ

fLO)

■
 

と
多
く
、
彼
等
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
.ク
の
都
市
貴
族
の
一
部
を
な
し
て
ゐ
た
。
從
っ
て
こ
の
組
織
は
、

一
般
に
ア
ム
ト
と
呼
ば
れ
る
手
工
業
苕 

..
 

乃
至
小
賣
商
入
の
同
職
組
合
と
竹
、
別
個
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
シ
テ
ー
ク
ー
ー
.ッ
ツ
運
河
を
航
行
す
る
船
舶
を
所
有
す
る 

#

は
誰
で
も
鹽
取
引
を
營
な
み
得
た
が
、
然
し
こ
の
點
に
お
い
て
旣
に
鹽
取
引
へ
の
參
加
に
は
制
限
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

' 

.
前
記
の
マ
ス
コ
べ
ー
取
引
を
結
ん
だ
リ
ャ
ー
ベ
ッ
ク
鹽
商
人
は
、
す
べ
て
こ
の
鹽
囘
漕
業
者
で
あ
っ
た
。
■彼
等
が
マ
ス
コ
ぺ
ー
取
引
の 

故
に
逸
し
た
利
潤
を
取
り
戾
さ
ん
と
し
て
講
じ
た
措
置
は
、

'>
テ
ー
ク
4
.
ッ
ツ
.運
河
に
お
け
る
鹽
の
運
送
料
引
上
げ
で
あ
っ
.た
。
然
し
こ 

れ
に
は
限
度
が
あ
っ
た
。
.
こ
の
た
め
彼
等
は
、
彼
等
の
み
が
こ
の
運
河
に
お
け
る
商
品
輸
送
權
，を
有
す
る
と
主
張
す
る
策
に
出
た
。
こ
れ 

に
は
異
論
が
續
出
し
た
。
こ
の
鹽
囘
漕
業
#

の
獨
占
策
は
第
十
五
世
紀
前
半
に
旣
に
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、

一
四
三
三
年
の
リ
ュ
ー 

■ベ
ッ
ク
市
參
事
會
の
布
告
に
、
運
河
通
航
並
び
に
こ
れ
を
使
用
す
る
船
舶
建
造
は
誰
に
.も
自
由
た
る
べ
し
と
い
ふ
も
の
は
、
こ
の
頃
旣
に
.
 

、 

.
鹽
囘
漕
業
#

の
間
に
獨
占
の
動
き
が
强
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
布
告
に
も
拘
は
ら
ず
、
前
記
の
.一
四
九
八
年
の 

織

：
'

'

商
業
組
合
契
約
書
に
は
、
鹽
の
輸
送
は
鹽
囘
漕
業
#

だ
け
が
行
な
ひ
得
る
と
記
載
し
て
ゐ
る
。
卽
ち
事
實
問
題
と
し
て
彼
等
の
結
合
は
鞏 

:■
'

.

固
と
な
っ
て
を
り
、

シ
テ
ー
ク
一
一
ッ
ク

に

.
お
け
る
そ
の
輸
送
權
は
法
钠
基
礎
の
有
無
の
論
議
を
越
え
て
誰
も
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
も

の

と

な 

.
 

つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
 

.，

.

■
か
く
の
如
く
ス
テ
ー
ク
ニ
ッ
ツ
運
河
と
い
ふ
肝
要
な
輸
送
路
.の
支
配
の
故
に
、
更
に
多
年
築
き
上
げ
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
か
ら
バ
ル
ト
海

,,

中
世
リ
ユ
I

ネ
ブ
.ル
ク
井
鹽
の
取
引
に
っ
い
て

 

一一
(

五
九
七

)



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
六
號

 

一
二 

C

五
九
八)

諸
地
域
へ
.の
販
賣
網
の
.掌
握
の
故
に
、
リ
ュ
ー
、不
！

v

ル
ク
製
鹽
者
は
リ

ュ
ー
ベ
ッ
ク
鹽
囘
潜
業
者
と
協
力
す
る
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
 

後
者
に
本
來
の
遠
隔
地
取
引
を
委
ね
た
の
.で
あ
っ
た
。
こ
：の
協
力
と
は
前
記
の
マ
ス
.コ
ベ
ー
取
引
を
指
す
。
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
製
鹽
苕
は 

生
産
に
携
は
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
製
品
の
販
賣
に
も
關
與
し
た
。
然
し
彼
等
が
制
握
し
得
た
の
は
前
者
に
っ
い
て
で
あ
っ
て
、
後
#
を 

壟
斷
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。
交
通
路
を
支
颳
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
方
、
リ
ュ
！
ベ
ッ
ク
の
鹽
囘
漕
業
#
は
マ
ス 

コ
。へ
ー
取
引
を
以
て
す
る
限
り
、

シ
テ
丨
> 
ニ
ッ
ツ

蓮
送
獨
占
に
ょ
っ
て
の
み
そ
の
收
利
を
殖
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
兩
者
孰
れ
も
制
約 

を
受
け
た
の
：で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ス
コ
ぺ
ー
取
引
ば
こ
の
後
三
十
年
戰
役
に
ょ
っ
て
取
引
關
係
の
攪
亂
す
る
に
至
る
時
ま
で
續
け
ら
れ
た 

の
で
あ
◊

た
0
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セ
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に
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る

勞

働

運

動
0
C

田
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は
し
が
き 

ニ
社
會
經
濟
等
の
狀
態
，
 

三
內
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